
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

川口東学区まちづくり推進委員会 委員長 平田 彰 

（問合せ先） 084－953－5049（川口東交流館） 

事業内容 

（１）防犯活動（通年 登下校見守り・夜間パトロール） 

（２）ふれあいまつり（１１月１６日（日）川口東小学校） 

（３）自主防災活動（１１月２３日（日）川口東小学校 防災訓練・７月６日（日）救急救命講習） 

（４）公衆衛生活動（通年 通学路の清掃活動・年末一斉清掃ほか） 

（５）ふれあい・健康づくり（ウォーキング大会・おもちゃサロン・将棋・リバーシ大会ほか） 

（６）夏まつり（８月９日（土）川口東小学校） 

（７）シニア活性化（通年 グラウンドゴルフ大会・カラオケ大会・茶道教室ほか） 

（８）とんど（１月１１日（日）川口東小学校） 

（９）親子コミュニケーション（学区合同行事） 

（10）運動会（９月２８日（日）川口東小学校） 

（11）コミュニティ育成（通年 川口東第一町内会ほか） 

（12）子どもまちづくり（通年 清掃活動 ふれあいまつり 灯りフェスタ１２月１３日（土）） 

（13）マイライフ東川口（通年 夏休みこども講座・もちつき大会・しめ縄作りほか） 

（14）まちづくり推進委員会運営事業（２月２２日（日）資源回収・通年 定例会・実行委員会ほか） 

 

 

     

   

  

 

成 果 

●事業の準備に関わる時間の短縮や変更、会場設営の簡素化など役員の負担軽減を図る工夫を行った。 

●次世代を担う若い世代やこどもたちが、地域行事に興味・関心と参加を促すような内容を取り入れた。 

 （夏まつりでは、ダンシングヒーローの復活や、来場者へのプレゼント企画、ふれあいまつりではゲーム 

内容の検討や観覧者数増の加工夫など） 

●できる事をできる範囲で工夫することで、団体と協力して行事が出来た。 

課 題 

●事業への参加者の固定化も見受けられる状況の中で、町内会未加入の方やより多くの地域住民、若い世代を

取り込む工夫が必要である。 

●デジタル化として学区のホームページを運用しているが、観覧者数等まだまだ浸透にかける状況であるため 

 若い世代に適した情報発信を検討していく必要がる。 

課題解決にむけて 

●幅広い世代に情報が届くよう公式 LINE の運用を検討したい。ホームページの充実や効果的な発信を目指し

ていく。 

●団体として交流や意見交換の場をふやすことで、声の届く事業へと発展させていきたい。 

まちづくり 資源回収 夏まつり 餅つき大会 とんど祭り 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

ゆうゆうサロン 

毎月第二火曜日、旧川口保育所にて、地域の方の憩いの場として、

“ゆうゆうサロン”を催しています。地域の方から、余剰品をご寄

付いただき、ぷちバザーも行っています。また、年に数回コーヒー

のお供に、手作りおやつが出されます。子ども服の譲渡会も行い、

若い方がのぞいてくださったりもしました。 

園庭の畑では、川口東小学校の子ども達と畑で作物を育てたり、こ

どもたちとの、交流の場でもありましたが、建物の老朽化により、

５月からは川口東交流館で引き続き続けていく予定です。 

コミュニティスクールのお手伝い 
今後は、季節の野菜や川口東特産品

の”ねぶか”を植える予定です。 

これからも、学校と地域が一緒に子

どもたちを育てる“地域とともにあ

る学校”のお手伝いをしていきたい

と思います。 

小学校と地域のつながりとし

て、コミュニティスクールのお

手伝いで、こどもたちと小学校

に畑をつくり、作物を育ててい

ます。さつまいもの苗の植え方

を地域の方から説明してもら

い、一緒に植えました。

 


